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          午前１０時００分 開  会 

○議長（芦崎達美君） おはようございます。これより平成28年第１回八峰町議会臨時会

を開会します。 

 ただいまの出席議員数は12名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、八峰町議会会議規則第124条の規定により、６番柴田正高君、７番

皆川鉄也君、８番嶋津宣美君の３名を指名します。 

 日程第２、会期の決定を議題とします。本臨時会の会期は本日１日限りとしたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は、本日１日

限りと決定しました。 

 日程第３、諸般の報告を行います。加藤町長より発言を求められておりますので、今

議会提出議案の提案と併せて報告願います。加藤町長。 

○町長（加藤和夫君） 皆様、おはようございます。 

本日、平成28年第１回八峰町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員の皆様には

お忙しいところご出席をいただき、誠に有難うございます。 

冒頭に、一昨日の議会全員協議会でもご説明し、お詫び申し上げましたが、あらため

て、あきた白神体験センターにおいて、平成19年度から平成25年度にかけて、不適正な

経理があったことに対し、心からお詫び申し上げます。 

また、町民の皆様には、今回のマスコミ報道等含め、多大なるご心配・ご迷惑をおか

けしたことに対し心からお詫び申し上げます。 

不適正な事務処理については、平成26年度より既に改善措置がとられておりますが、

同じようなことを繰り返すことがないよう、再度職員に正規取扱の徹底を図りながら、

あきた白神体験センターが多くの人から利用者され、愛される施設となるよう努力して

まいりますのでご理解賜りますようお願い申し上げます。 

又、今回の監査のご指摘や一昨日の議会全員協議会でのご意見を踏まえ、全職員に遵

法性を重視した事務執行や適正な公金管理に努めると共に、業務執行における報告・連

絡・相談の体制を再度徹底させ、管理者との意思疎通を密にし、速やかに業務改善が図
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られる体制をつくるよう努力して参ります。 

 なお、不適正な取扱に対する責任については、今後、精査、検討してまいります。 

 議員の皆様には、今後もご指導賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、今議会に提案している議案についてご説明いたします。 

議案第１号「平成27年度八峰町一般会計補正予算（第７号）」は、既定額に1451万円

を追加して、歳入歳出予算の総額を74億9852万２千円とするもので、歳出の内容は、ふ

るさと納税関係報償費450万円と公民館費の図書購入費101万円及びふるさと八峰応援基

金積立金900万円の追加であります。 

また、本日監査委員の選任議案を追加提案させていただきましたので、今議会臨時会

の議案は２件であります。 

詳細については、各議案提案の際に説明させますので、宜しくご審議のうえ、適切な

ご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（芦崎達美君） 議長報告につきましては別紙報告書のとおりでありますので朗読

は省略させていただきます。 

  日程第４ 議案第１号 八峰町一般会計補正予算（７号）についてを議題とします。

当局の説明を求めます。伊藤副町長。 

○副町長（伊藤 進君） おはようございます。それでは私の方から議案第１号平成27年

度八峰町一般会計補正予算（第7号）についてご説明申し上げます。 

平成27年度八峰町一般会計補正予算（第7号）は次に定めるところによる。 

第１条ですが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1451万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ74億9852万2千円とするものであります。 

２条につきましては繰越明許費の追加であります。 

平成28年１月13日提出 

八峰町 加 藤 和 夫 

  ３ページをご覧ください。 

  第２表繰越明許費の補正であります。 

   10款教育費であります。10款教育費 ４項社会教育費 事業名 図書購入事業 101

万円であります。これは金谷信榮氏より今回100万円の寄付があったということでそれ

に伴うものでございます。 

   それでは歳入の７ページ、８ページをご覧ください。 
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   17款１項２目教育費寄附金100万円。１節の教育費寄附金であります。今申し上げた

とおり、金谷氏よりの寄付でございます。 

それから３目基金費寄附金900万円。ふるさと八峰応援基金ですが、今現在で寄附金

が425件の624万４千円あります。この後の３月末の見込みを含めてですね、900万組み

込んだというところであります。 

それから18款２項４目ふるさと八峰応援基金繰入金450万円、これにつきましては特

産品の返戻分ですね、半分の450万円を基金から繰り入れるというものであります。 

それから19款１項１目繰越金、１万円の前年度繰越金を財源に充てるというもので

す。 

 それではその次の歳出をご覧ください。 

 ２款１項６目企画費450万円、補正額450万円です。これはふるさと納税関係の報償

費分であります。 

 それから10款４項２目公民館費101万円、図書購入費として101万円ということで、

これ金谷氏より100万円寄付いただきましたけれども、ちょうど図書買ったりするときっ

ぱり100万円で収めるというのは難しいので繰越金から１万円もってきてその範囲内で

購入するというものです。 

 それから13款３項８目ふるさと八峰応援基金費900万円、これは基金に積み立てると

いうものでございます。 

 どうかひとつ、よろしくお願いします。 

○議長（芦崎達美君） これより議案第１号について質疑を行います。質疑ありませんか。

10番山本優人君。 

○10番（山本優人君） ちょっとお聞きします。ふるさと納税の関係で、だいぶ成果が上

がっているということは非常にうれしいことですが、その使い道についてちょっとお尋

ねしたいのですが、昨年確かその財源を元にバスを購入したということで、確かにバス

は町民にとっても非常に使い勝手のいいもので必要なものだとは思いますけども、やは

り地元の振興のためには産業とかですね、そういう土産品開発もしくは観光開発の財源

に充てるべきではないかなと。そういうバスとか、例えばハードなものに使うのではな

くて産業振興や観光振興に使うべきものではないのかなと感じるわけです。今年も900

万ほど、残り半分しか入らないわけですが、450万程度の財源、今後も積み重なっていく

とすればですね、そういう財源を元に振興の予算として使ってもらう考えはないのかど
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うかということをちょっとお尋ねします。 

○議長（芦崎達美君） ただいまの質問に対し、当局の答弁を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（須藤德雄君） お答えをいたします。今回の補正でございますが、11月

の補正で当初300万のものをもう300万円ということで、今年度600万円ほどのふるさと納

税があるのではないかなと予算化していただきました。その後12月に入りましてかなり

の方々から寄付を頂いております。先程の副町長の話の後にまた、たくさんの方々から

きております。12月28日のところでは1114万5千円まで増えております。前にお話ししま

したけれども、ふるさとチョイスというふるさと納税のサイトがございまして、それを

活用した方々というのが多いわけでございます。それについては１月の15日にまた一括

したものが入ってくるということになりますので、そこで大体の件数やら金額がわかる

んじゃないかなと思っております。ということで、半分程度返戻金ということでありま

すので、今回ちょっと多めですけれども、今後900万程度ということで1500万くらいまで

の目標で今回予算措置したものでございます。そして、ふるさと納税される方々につい

ては八峰町を応援するということで様々なもの使っていただきたいという条件ではきて

はいるわけですが、以前は観光振興や産業もありますし、自然環境の保全、福祉の向上

であるとか、全て自分でチェック、〇をしながら納税するという方が多かったわけでご

ざいますが、今はもう返戻品目的の方が多いわけで、町の方でどういうふうに活用する

かというのは町の方で決めるということにしております。 

  第１弾といたしましては、研修バスということでこれは、子どもから高齢者まで活用

できると。町民の福祉向上ということで購入いたしました。議員が今観光振興であった

り特産品の開発だったりというソフト的なものに使えないかということについては、今

後内部の方でも調整、検討してみたいと思います。 

○議長（芦崎達美君） 他に質疑ありませんか。７番皆川鉄也君。 

○７番（皆川鉄也君） あわせて、今回広報に大変多くの方々から寄附金を頂いた方のお

名前が掲載されてございました。大変ありがたいことでありますし感謝を申し上げると

ころでありますけれども、あの中に町内出身の方ってばどの程度おるのか、今現在住ん

でおられるところの県名が載ってありましたんで、金額までは結構なわけですが、でき

るんであれば八峰町出身者であれば※印か何かで町内出身をお知らせしていただければ、

ふるさとに関心のある方々が首都圏、あるいは現在住んでおられるところでふるさと八

峰町を思いながら考えてくれるんだなというようなことも、受け止めることが出来ると
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思うんで、あの中でどの程度八峰町出身者の方がおるのかわかるようであったら教えて

いただきたいと思いますし、この後もしできるんであれば町内出身であったらできれば

何らかの形でわかるようにしていただければありがたいというような気もしますがいか

がでしょうか。 

○議長（芦崎達美君） ただいまの質問に対し、当局の答弁を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（須藤德雄君） 先ほど12月28日現在で1114万５千円ほどというお話をし

ましたが、件数でいくと887件、887人の方から頂いております。詳細についてはこちら

では調べておりません。全部終わった段階で町内出身者がどれくらいなのかということ

になりますが、実は理由の所に書く欄がございまして、そこに例えば私は町内出身者だ

からと書いてくださる方はこちらで把握できますが、全く書いていない方もございます。

900件弱になりますとかなりの方々は町に関係のない方だと思っています。いずれ調べて

みます。それから、広報の方も掲載するかしないかについての欄も設けておりまして、

ぜひ広報に載せてくださいという方と、載せなくてもいいですよという方もかなりおり

ます。それと町内出身者を例えば太字で書くというのが正しいのかどうなのか、こちら

の方でもうちょっと検討してみたいと思います。 

○議長（芦崎達美君） 他に質疑ありませんか。６番柴田正高君。 

○６番（柴田正高君） 私の方から提案なんですが、お土産品を発送するとき、町の方で

移住定住、子育て支援等に一生懸命力を入れているんですが、そういう資料をお土産品

の中に、町ではこういう定住者に対してこういう支援がありますよと、子育ての支援は

こういう具合にやっていますよという資料を一緒にいれて発送していただきたいなと。

いくらかそうすれば移住定住に関心を持ってくれる方もその中におられるんじゃないか

なとこういう思いがいたしますので、どうかそのように扱っていただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○議長（芦崎達美君） ただいまの質問に対し、当局の答弁を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（須藤德雄君） 返戻品についてはそれぞれの業者が発送しているわけで

ございますが、その際に町の情報というのを一緒に送るということを検討してやってみ

たいと思います。 

○議長（芦崎達美君） ほかに質疑ありませんか。 

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を



 

- 7 - 

行います。討論ありませんか。 

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 討論はないようですので討論を終わります。 

 これより議案第１号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

日程第５ 議案第２号 八峰町監査委員の選任についてを議題とします。当局の説明

を求めます。加藤町長。 

○町長（加藤和夫君） 議案第２号 八峰町監査委員の選任について説明いたします。 

  八峰町監査委員として次のものを選任したいので、地方自治法第196条第１項の規定に

より、議会の同意を求める。 

  住所 八峰町峰浜目名潟字萩ノ台２番地35 

  氏名 名畑吉男（昭和21年４月17日生） 

  本日提出です。 

  提案理由でありますが、八峰町監査委員の日沼照美氏が退職されたことから、後任の

八峰町監査委員に選任いたしたく、地方自治法196条第1項の規定により、議会の同意を

求めるものであります。 

  日沼監査委員からは平成27年12月24日付で一身上の都合により辞職願が提出され、平

成28年１月７日付で承認の発令をしましたが、日沼代表監査委員におかれましては、旧

八森町の議会選出監査委員２年６か月と八峰町誕生直後の平成18年５月16日から約９年

８カ月の長きにわたり八峰町の監査委員を務めてご指導いただき心から感謝申し上げま

す。 

  後任の名畑吉男氏は、能代商業高校を卒業後、昭和42年５月から鎌田税務会計事務所

に、平成15年11月からは後藤邦子税理士事務所に勤務され、現在に至っております。税

務会計に明るく、税務署の経理指導など豊富な経験を持っている方であります。また地

域の信望も厚く、八森峰浜ふくし会理事長をはじめ防犯協会会長、交通安全協会支部長

等を務めながら地域に貢献されるなど監査委員として適任者であると考え提案しました

ので、専任の同意方よろしくお願いします。 
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○議長（芦崎達美君） これより議案第２号について質疑を行います。質疑ありませんか。

２番笠原吉範君。 

○２番（笠原吉範君） 私は本日、監査委員の選任を行うことに反対する立場から多少意

見を述べさせていただきます。今回代表監査委員の辞任は・・。 

○議長（芦崎達美君） 笠原議員、今は質疑です。この次に。他に質疑。９番菊地薫君。 

○９番（菊地 薫君） 今提案されました名畑氏につきましては先ほど述べられたように

いろんな団体の長をなされている方で、補助金団体ということでその辺の調整はいかが

なされているのでしょうか。 

○議長（芦崎達美君） ただいまの質問に対し答弁を求めます。加藤町長。 

○町長（加藤町長君） お答えをいたします。この件につきましては、当該する事案に限っ

ては、監査委員２人おりますので、片方の監査でいいですというふうに指導を受けてお

ります。 

○議長（芦崎達美君） ほかに質疑ありませんか。 

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 他に質疑がないようですので質疑を終わります。これより討論を

行います。討論ありませんか。２番笠原吉範君。 

○２番（笠原吉範君） 監査委員の選任について、本日行うべきでないという立場から反

対討論させていただきます。 

  今回、代表監査委員の辞任は白神体験センターの不正経理問題の監査報告書によるも

のであります。今、町として優先すべきは、責任の所在を明らかにし処分も含め、町民

に対して説明責任を果たすことだと考えます。現時点で後任の代表監査委員を選任する

ことは町民の理解を得られるものではないとの判断から反対をするものです。なお、名

畑氏を否定するものではない事を付け加えさせていただきます。以上です。 

○議長（芦崎達美君） ほかに討論ありませんか。７番皆川鉄也君。 

○７番（皆川鉄也君） 私は賛成の立場から討論に参加します。日沼前監査委員には大変

ご苦労なされたことに深く感謝を申し上げたいと思いますし、今日の報道等によります

と、今回の一連のことに責任を感じて辞任をしたということでございますので、また町

の方には一身上の都合ということで辞任届を提出されたということも伺っております。

ただ、会計監査事務を適正に且つ迅速に執行するとすれば、２名しかおらない監査委員

であるわけですから、欠員が出た場合は速やかに補充するというのが一般的な考え方で
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はないだろうかという気もいたします。名畑さんにつきましては、私どもも同じ学校の

先輩でございまして、人柄については重々承知をいたしておりますので適任者だと思い

ますので、私はこの件は賛成をいたしたいと思います。 

○議長（芦崎達美君） ほかに討論ありませんか。 

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 討論はないようですので討論を終わります。 

 これより議案第２号を採決します。 

 お諮りします。 

 採決の方法について、無記名投票と行いたいと思いますがいかがでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 異議なしと認めます。したがって、無記名投票で行います。議場

を閉鎖します。 

  ただいまの出席議員数は12名です。 

  次に、立会人を指名します。会議規則第32条の２項の規定によって、９番菊地薫君、

10番山本優人君、11番門脇直樹君を指名します。 

  投票用紙を配ります。 

  休憩いたします。 

午前１０時２４分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午前１０時２４分 再  開 

○議長（芦崎達美君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

  ただいまより投票用紙を配付します。 

  念のために申しあげます。本案に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

  投票用紙の配布漏れはありませんか。 

□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 配布もれがなしと認めます。 

それでは投票箱を点検いたします。 

  異常なしと認めます。 

  ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票を願います。 

  投票漏れはありませんか。 
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□□□□□□□□□□（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（芦崎達美君） 投票もれなしと認めます。投票を終わります。 

  開票を行います。先程立会人に指名されました３名の方は開票の立合いをお願いしま

す。前の方へどうぞ。 

  開票の結果を報告します。投票数11票。無効投票０。有効投票のうち賛成８票、反対

２票、白票１票。 

  以上のとおり賛成が多数であります。したがって、議案第２号は原案のとおり同意す

ることに決定しました。 

  これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

これをもって平成28年第１回八峰町議会臨時会を閉会します。 

ご協力ありがとうございました。 

 
 
 

          午前 １０時３１分  閉  会 
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